
　恒例の新年を祝う「市民互礼会」を
次のとおり開催します。市民の方ならどな
たでもご参加いただけます。
　併せて飛騨文芸祭・一般の部の表彰
式を行います。文芸祭にご応募いただい
た皆様のご参加をお待ちしております。

◇日　時　平成30年1月1日（月）
　　　　　午前11時～
◇会　場　ひだホテルプラザ
◇会　費　7,000 円
　　　　　（記念品・芳名録代を含む）
◇申込み　11月30日（木）までに、ハガキ
　　　　　FAX、又はHPより。
◇申込先　〒506-0053
　　　　　高山市昭和町1-188-1　 　 　
　　　　　（一社）高山市文化協会
　（FAX）0577-34-6877
　（H P） http://www.takayama-bunka.org

平成30年 新年市民互礼会のご案内

木版画「安房山」 60号（約130㎝×97㎝）
　　　守　洞春
文化会館2階ギャラリーに展示

　
高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷

土
の
文
化
・
歴
史
に
関
す
る
特

別
展
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
玉
賢
三
氏
の
遺
作
展
を
開

催
し
ま
す
。
　

　
玉
氏
は
、
昭
和
二
年
高
山
に
生

ま
れ
、
高
山
祭
や
高
山
の
伝
統
文

化
を
モ
チ
ー
フ
に
長
年
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
を
続
け
、

高
山
市
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
他
、
商
店
街
の
チ
ラ

シ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
多
数
手
掛
け

ら
れ
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
遺
作
展
は
、
今
年
ご
遺

族
か
ら
高
山
市
に
寄
贈
さ
れ
た

三
百
点
余
り
の
ポ
ス
タ
ー
・
原
画
・

習
作
よ
り
約
百
点
を
選
び
、「
祭

り
・
屋
台
」、「
女
性
た
ち
」、「
飛

騨
・
日
本
」、「
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
展
示

し
ま
す
。

　
玉
氏
が
遺
し
た
「
心
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

阜
・
三
重
）
二
十
七
名
の
作

品
に
加
え
、
北
陸
支
部
（
富

山
・
福
井
）
の
作
家
二
十
六

名
を
招
き
、
五
十
三
点
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　
展
示
作
品
に
は
、
地
元
作

家
七
名
の
作
品
（
入
賞
作
三

点
）
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

　
七
回
目
と
な
る
日
本
板
画
院
東

海
支
部
の
高
山
展
を
、
高
山
市
民

文
化
会
館
に
て
開
催
し
ま
す
。
　

　
今
回
は
、
第
六
十
七
回
板
院
展

（
東
京
上
野
美
術
館
）
出
品
作
を

中
心
に
、
東
海
支
部
（
愛
知
・
岐

日
本
板
画
院
東
海
支
部 

高
山
展 

第７回

「春まだ遠き里山」 大門 孝藏

若き日の自画像

闘鶏楽保存協会ポスター

［
玉
賢
三
］

　
昭
和
二
年
、
高
山
生
ま
れ
。
昭

和
二
十
三
年
か
も
広
告
社
入
社
。

三
十
七
年
玉
賢
三
デ
ザ
イ
ン
室
設

◇
日
時
　
十
月
二
十
七
日
（
金
）

　
～
二
十
九
日
（
日
）
午
前
十
時

　
～
午
後
五
時
（
最
終
日
午
後
四

　
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料
　

十
月
六
日（
金
）～
十
月
八
日（
日
）

来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
十
月
六
日
（
金
）
～
八

　
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後
五

　
時
（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
四
階

　
大
会
議
室

立
。
四
十
二
年
日
本
宣
伝
美
術
会

会
員
。

　
五
十
九
年
英
国
の
『
モ
ダ
ン
・

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
』
に
作
品
が
掲
載

さ
れ
る
。
平
成
七
年
東
海
郵
政
局

の
四
連
「
ふ
る
さ
と
切
手
」
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
人
気
投
票
で
総

合
一
位
。

　
上
宝
村
章
、
高
山
市
名
誉

市
民
章
、
中
橋
公
園
照
明
灯

な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け

て
い
る
。
高
山
市
美
術
展
で

は
、
創
設
時
よ
り
運
営
委
員

を
務
め
た
。

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
特
別
展

十
月
二
十
七
日
㈮
～
二
十
九
日
㈰

玉
賢
三
　
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
昭
和
五
十
三
年
制
定
の
高
山
市

文
化
協
会
章
も
玉
氏
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
。

［
飛
騨
人
物
事
典
よ
り
抜
粋
・
加
筆
］



絵付師　吉川菊麿

田中　彰

《一般の部》
◆文 芸 祭 賞　該当者なし　
◆江夏美好賞　該当者なし
◆高山市長賞
　　俳句十句　栗田美由紀（高山市上岡本町）
　　小　　説　近藤　紀巳（高山市八幡町）
　　短歌十首　西　　春彦（高山市上一之町）
◆高山市議会議長賞
　　児童文学　新井　　悠（加茂郡八百津町）
　　俳句十句　小林　高子（高山市八軒町）
◆高山市教育長賞
　　現 代 詩　稲泉　真紀（高山市大洞町）
　　随　　筆　下畑　七三（高山市総和町）
◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　短歌十首　打保　洋子（高山市日の出町）
　　短歌十首　片岡　和代（高山市名田町）
　　随　　筆　後藤　　順（岐阜市）
　　現 代 詩　谷口　茂雄（高山市江名子町）
　　短歌十首　樋田　玲子（高山市名田町）
　　俳句十句　中西　亮太（東京都文京区）
　　短歌十首　広瀬　亮子（高山市下岡本町）
　　随　　筆　白　　　嶺（高山市大新町）
　　小　　説　松山　正利（下呂市金山町）
　　俳句十句　水口　諄子（高山市久々野町長淀）
◆奨励賞
　　評　　論　門前　吉之（高山市三福寺町）
《青少年の部》
◆青 竜 大 賞　該当者なし
◆青　竜　賞
　　短歌五首　上村龍之介（高山西高校3年）
　　短歌五首　小木曽　都（神岡高校2年）
　　短歌五首　清水　千聖（神岡高校1年）
　　短歌五首　永縄　雄一（高山西高校3年）
　　短歌五首　長澤　大翔（高山西高校2年）
　　短歌五首　濵本　蔵人（神岡高校2年）
　　俳句五句　川西　瑠偉（神岡高校1年）
　　俳句五句　小木曽　都（神岡高校2年）
　　俳句五句　清水　千聖（神岡高校1年）
　　俳句五句　古田　実緒（高山西高校2年）
　　現 代 詩　小木曽　都（神岡高校2年）

第41回 飛騨文芸祭入賞者決まる

表彰式：平成30年1月1日（月）
新年市民互礼会場にて（会場：ひだホテルプラザ）
※青少年の部の表彰は別途行います。

岩
田
守
弘
ト
ー
ク
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た

8/26㊏

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
文
化
を
後
世
に
継
承

す
る
た
め
、
高
山
市
文
化
伝
承
館

に
お
い
て
「
道
伝
え
の
日
」
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
松
尾
芭
蕉

の
命
日
（
旧
暦
十
月
十
二
日
）
に

ち
な
み
「
芭
蕉
忌
句
会
」
を
開
催

す
る
た
め
、俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

句
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん

の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◇
出
句　

二
句
。
兼
題
句「
木
枯
」

　

と
当
季
雑
詠
句
（
秋
・
冬
）
の

　

各
一
句
ず
つ

◇
応
募　

作
品
二
句
と
住
所
、
氏

　

名
、電
話
番
号
を
明
記
し
、ハ
ガ

　

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
当
協
会
へ

◇
締
切　

十
月
三
十
一
日
（
火
）

［
句
会
］

◇
日
時　

十
一
月
十
八
日
（
土
）

　

午
後
一
時
か
ら

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館　

　
　
　
　
（
城
山
号
砲
平
下
）

　

吉
川
菊
磨
は
本
名
菊
右
衛
門
と

い
い
、
菊
磨
は
絵
付
師
と
し
て
の

号
、
明
治
四
十
四
年
高
山
町
川
西

で
吉
川
家
二
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
芳
国
舎
渋
草
製
陶
所
の
絵
付

師
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
生
い
立
ち
を
知
る
た
め
姪
の
坂

谷
宣
子
さ
ん
を
訪
れ
た
。
宣
子
さ

ん
は
吉
川
家
長
男
、
達
三
の
娘

で
、
菊
磨
は
達
三
の
弟
、
叔
父
さ

―
略
歴
―

　

明
治
四
十
四
年
十
一
月
一
日
～

平
成
三
年
十
二
月
二
十
一
日

　

日
版
会
の
創
立
会
員
。
東
光
会

会
員
。
日
展
版
画
部
門
で
入
選
五

回
。
昭
和
十
九
～
二
十
年
、
高
山

に
疎
開
し
て
い
た
東
京
美
術
学
校

工
芸
技
術
講
習
所
の
生
徒
に
実

技
指
導
し
た
。
伝
統
的
工
芸
品

産
業
振
興
協
会
長
表
彰
（
昭
和

五
十
一
）。
卓
越
技
能
者
労
働
大

臣
表
彰
（
昭
和
五
十
七
）。
勲
六

等
瑞
宝
章
（
昭
和
五
十
九
）。
趣

味
は
魚
釣
り
、
タ
バ
コ
。
コ
ー
ヒ

ー
が
大
好
き
で
毎
日
の
よ
う
に
喫

茶
店
に
通
っ
て
い
た
。

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
毎
年

飛
騨
の
里
近
く
の「
文
学
散
歩
道
」

の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
八
月
十
七
日
に
、
役
員
総
出
で

草
刈
り
や
文
学
碑
の
苔
を
洗
い
流

す
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

と
飛
騨
俳
句
会
に
よ
り
、
昭
和

四
十
九
年
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
増
設
し
、
現
在
で
は
八
基

の
碑
が
散
歩
道
に
点
在
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
し
離
れ
た
飛
騨
東

照
宮
の
境
内
に
も
、
飛
騨
の
近
代

俳
句
に
寄
与
し
た
小
峯
大
羽
の
碑

が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
一
度
、
文
学
碑
め

ぐ
り
の
散
策
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　

友
好
の
丘（
旧
飛
騨
民
俗
館
跡
）

駐
車
場
か
ら
飛
騨
の
里
ま
で
の
山

裾
ぞ
い
に
あ
る
こ
の
小
径
に
は
、

飛
騨
出
身
者
や
飛
騨
を
愛
し
た
作

家
の
文
学
作
品
を
碑
に
し
て
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

飛
騨
の
文
学
に
親
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
の
趣
旨
か
ら
、
当
協
会

［
文
学
碑
］

①
福
田
夕
咲　

　

高
山
市
出
身

　

自
由
詩
社
を
結
成

　

す
る
な
ど
、
高
山

　

を
代
表
す
る
詩
人

②
早
船
ち
よ　

　

高
山
市
出
身

　

代
表
作
『
キ
ュ
ー

　

ポ
ラ
の
あ
る
街
』

　

高
山
市
文
化
協
会
は
八
月

二
十
六
日
に
飛
騨
洋
舞
家
協
会
と

合
同
で
、
飛
騨
で
初
め
て
の
試
み

と
な
る
バ
レ
エ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
バ
レ
エ

団
で
プ
リ
ン
シ
パ
ル
（
ト
ッ
プ
ダ

ン
サ
ー
）
を
務
め
ら
れ
た
世
界
的

に
著
名
な
岩
田
守
弘
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
飛
騨
地
域
を
は
じ
め
愛

知
や
千
葉
か
ら
の
参
加
者
も
加
え

た
四
十
名
余
り
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ

ー
が
、
二
時
間
近
く
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
岩
田
先
生
に
ソ
ロ
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
抑
留
者
」
を
披
露
い

た
だ
き
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
ロ

　

十
二
月
五
日
（
火
）
に
文
化
会

　

館
で
原
作
映
画
を
無
料
上
映

　
（
メ
セ
ナ
メ
イ
ト
会
員
対
象
）

③
江
馬
修　

高
山
市
出
身

　

代
表
作
『
山
の
民
』。
考
古
学
、

　

民
俗
学
に
も
貢
献

④
江
夏
美
好　

神
岡
町
出
身

　

代
表
作
『
下
々
の
女
』。
直
木

　

賞
候
補
作
家

⑤
田
中
澄
江　

東
京
出
身

　

小
説
家
・
劇
作
家
。
幼
少
期
か

　

ら
高
山
市
民
と
交
流

⑥
小
鳥
幸
男　

高
山
市
在
住

　

飛
騨
の
俳
句
・
文
学
隆
興
に
寄

　

与
⑦
瀧
井
孝
作　

高
山
市
出
身

　

代
表
作
『
俳
人
仲
間
』。
芥
川

　

一
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展

「
雪
月
花

～
日
本
画
に
見
る
四
季
～
」

◇
日
時　

開
催
中
～
十
二
月
十
日

　
（
日
）
午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
（
水
曜
休
館
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
入
館
料
が
必
要

第
四
十
六
回 

飛
友
会
カ
メ
キ
チ

写
真
展

◇
日
時　

十
月
六
日
（
金
）
～
八

　

日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
～

　

午
後
九
時
（
最
終
日
午
後
五
時

　

ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

第
四
十
二
回 

進
栄
会
発
表
会

◇
日
時　

十
月
七
日
（
土
） 

午
後

シ
ア
で
の
バ
レ
エ
に
関
す
る
話
題

や
プ
リ
ン
シ
パ
ル
時
代
の
話
に
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
変
刺
激

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

飛
騨
洋
舞
家
協
会
で
は
、
来
年

も
岩
田
先
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

「
岡
目
一
目
」

　

酒
を
色
々
替
え
て
飲
む
の
を

「
チ
ャ
ン
ポ
ン
」
と
言
う
。
語
源

は
中
国
と
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
も

い
わ
れ
る
が
、
沖
縄
の
「
チ
ャ
ン

プ
ー
ル
」
が
長
崎
で
「
チ
ャ
ン
ポ

ン
」に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

さ
ら
に
巡
業
の
力
士
が
長
崎
か
ら

江
戸
に
帰
っ
て
の
「
ち
ゃ
ん
こ
」

に
な
っ
た
と
か
。

　

京
と
江
戸
の
文
化
が
チ
ャ
ン
ポ

ン
し
て
高
山
の
文
化
に
育
っ
て
き

た
。「
に
た
く
も
じ
」
は
宮
中
の

言
葉
で
、「
江
戸
萬
」
の
コ
テ
絵

も
残
る
。
違
っ
た
も
の
が
混
じ
り

合
う
と
、
化
学
反
応
し
年
代
を
経

て
芳
醇
な
味
と
香
り
を
発
す
る
こ

と
も
あ
る
。
ウ
イ
ス
キ
ー
の
モ
ル

ト
も
ブ
レ
ン
ド
し
て
寝
か
せ
る
こ

と
で
品
質
が
上
が
る
と
い
う
。

　

昔
、
酒
を
造
っ
て
た
ら
酢
に
な

っ
て
い
た
、
な
ん
て
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
小
粋
な「
寄
せ
鍋
」

も
や
り
方
次
第
で
は
単
な
る
「
ご

っ
た
煮
」
に
な
る
。
混
ぜ
方
が
大

事
。

　

い
ま
街
の
中
は
ス
マ
ホ
片
手
の

人
ば
か
り
。
全
て
の
文
化
が
ス
マ

ホ
で
チ
ャ
ン
ポ
ン
さ
れ
て
い
る
。

便
利
だ
け
ど
本
当
に
こ
れ
で
良
い

の
だ
ろ
う
か
。
私
は
悪
酔
い
し
そ

う
に
な
る
。

　

酔
い
が
醒
め
た
ら
ス
マ
ホ
が
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
人
間
が
要
ら
な
く

な
っ
て
い
た
…
な
ん
て
。

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

文学碑を洗う役員

レッスン風景

文
学
散
歩
道
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

飛
騨
民
俗
村
エ
リ
ア

№ 68

ん
に
あ
た
る
。
菊
磨

の
こ
と
を
よ
く
知
る

人
で
、
小
さ
い
頃
か

ら
ず
い
ぶ
ん
可
愛
が

ら
れ
た
と
聞
き
、
詳

し
く
話
を
伺
っ
た
。

　

何
し
ろ
絵
が
好
き

な
叔
父
さ
ん
で
、
宣

子
さ
ん
が
小
さ
い

頃
、
羽
子
板
の
裏
に

で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
絵
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
小
さ
な
器
の
中
に

菊
麿
の
世
界
を
描
き
続
け
た
彼
の

作
品
は
、
芳
国
舎
の
陶
磁
器
を
愛

す
る
人
た
ち
に
彼
の
想
い
を
伝
え

続
け
て
い
る
。

い
。

　

芳
国
舎
に
は
大
正
十
五
年
か
ら

昭
和
五
十
六
年
ま
で
の
五
十
六
年

勤
め
、
陶
画
の
傍
ら
絵
を
学
ん
で

陶
磁
器
に
表
現
し
た
。
入
社
し
た

当
時
、
小
野
華
処
（
福
島
出
身
）、

中
垣
芳
泉
が
い
て
師
事
、
そ
の
後

絵
付
師
は
吉
川
菊
麿
、
松
山
文
雄

（
上
二
之
町
）、
舩
越
山
治
（
初
田

町
）、
美み

す素
文
夫
（
上
岡
本
）
が

担
っ
て
い
る
。
守
洞
春
も
上
岡
本

の
芳
国
舎
を
よ
く
訪
れ
、
菊
麿
た

ち
と
の
親
交
を
深
め
て
い
た
。

　

菊
麿
の
絵
付
け
は
置
目
（
絵
の

輪
郭
下
絵
）
が
無
く
て
も
絵
を
描

け
た
と
い
い
、
そ
の
才
能
が
知
ら

れ
、
丁
寧
な
仕
事
を
す
る
職
人
と

し
て
芳
国
舎
で
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。

　

退
職
し
て
か
ら
は
気
ま
ま
に
絵

を
描
き
、
人
生
で
一
番
楽
し
い
時

期
を
過
ご
し
た
。
晩
年
、
菊
麿
は

好
き
な
絵
と
共
に
生
き
て
よ
か
っ

た
と
言
っ
て
い
た
が
、
病
を
得
て

日
赤
病
院
に
入
院
し
、
三
カ
月
程

の
か
。
菊
麿

の
家
の
近
く

に
画
家
の

檪あ
ら
ら
ぎ
ぶ
ん
ぽ
う

文
峰
が

い
て
、
そ
こ

に
出
入
り
し

て
、
接
触
し

て
い
た
よ
う

で
、
絵
に
つ

い
て
い
ろ
い

ろ
教
え
て
も

ら
っ
た
ら
し

絵
を
描
い
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
と
い
う
。
性
格
は
お
お
ら
か
で

細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
人

の
悪
口
を
言
わ
な
か
っ
た
。
一
心

に
絵
を
好
き
で
描
き
た
い
と
い
う

強
い
想
い
を
持
ち
、
気
ま
ま
に
暮

ら
し
て
い
た
。
絵
は
油
絵
、版
画
、

日
本
画
、
水
墨
画
な
ど
、
何
で
も

こ
な
し
た
。
版
画
は
若
い
頃
で
、

晩
年
は
水
墨
画
を
よ
く
描
い
て
い

た
と
宜
子
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

絵
を
描
き
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
あ
っ
た

好きなベレー帽をかぶっての絵付作業 上岡本芳国舎

静物の版画　坂谷家蔵

七賢人の陶磁器　坂谷家蔵

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

　

賞
選
考
委
員
を
永
年
務
め
る

⑧
井
上
靖　

北
海
道
出
身

　

代
表
作
『
氷
壁
』。
穂
高
の
飛

　

騨
側
滝
谷
が
舞
台

⑨
小
峯
大
羽　

東
京
出
身

　

飛
騨
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
雲
橋

　

社
、
花
陰
会
、
笹
魚
吟
社
に
よ

　

る
歓
迎
の
俳
句
会
が
開
か
れ
、

　

後
に
高
山
へ
移
住
。『
蘭
亭
遺

　

稿
』
な
ど
を
編
纂
し
た①午前10時～

②午後1時30分～
（開場各30分前）

杏初主演作

高山市民文化会館小ホール
料金（税込）/500円【全席自由】
プレイガイド/高山市民文化会館
主催：（一社）高山市文化協会
お問い合わせ：（一社）高山市文化協会（℡0577-34-6550）

（順不同）

道
伝
え
の
日

芭
蕉
忌
句
会
俳
句
募
集


